
「～共に語ろう、電気のごみ～　地域ワークショップ」を資源エネルギー庁から請け負った「持続可能な社会をつくる元気ネット」の理事長に対し、核のゴミキャンペーンが質問を出しました。以下は１回目の質問と回答です。
　質問送付は2008年3月2日

　回答送付は2008年3月７日

　質問と回答は共に電子メールでやりとりしました。
---------------------------------------------------------------------
持続可能な社会をつくる元気ネット理事長
 崎田裕子様
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核のゴミキャンペーン
　「放射性廃棄物について学び,自分たち自身のこととして捉え、率直に意見交換できる 社会にすることが重要」と市民参加による「地域ワークショップ」を企画されていると、原子力アイで読ませていただきました。HPをみせていただきましたが、今回の地域ワークショップに関する記述は見当たりませんでした。
　率直に意見交換というためには、さまざまな立場の市民とも、意見交換をしていただきたいとおもい、以下の質問書を送らせていただきます。特に３月に予定されているという全国交流会につきましては、早急に回答をいただけますようよろしくお願いいたします。
１）「電気のごみ」という表現は適切ではないとわたしたちは考えます。高レベル放射性廃棄物はあくまで原子力発電所（以下原発）の運転、そして再処理をすることで発生するものです。火力発電所や水力発電所からは発生しません。NUMOも以前CMなどでこの表現を使っていましたが、いまはやめています。誤解を与える表現はぜひやめてください。いかがでしょうか。
【回答】確かにその通りです。「電気のごみ」という表現は、承知の上で使いました。それは、普段使っている電気の３割を原子力発電にゆだね、快適に生活している私たちの考えなければいけない問題であることを、あえてわかりやすい表現にするためです。誤解をまねかないように、～放射性廃棄物の地層処分について～という副題を付けていますし、地域配布用のチラシには、趣旨を明確に表現しています。
２）３月の全国交流会は瑞浪でおこなわれるとありますが、瑞浪あるいは岐阜県でこの 高レベルの問題を取り上げて動いてきた市民グループの人たちが参加したいといってい ます。可能ですか。いつどこで、どういった方々が参加されて行われるのでしょうか。
立場の違う人は参加できないのでしょうか。
【回答】瑞浪での地域ワークショップ>全国交流会は既に、3月1日、2日の日程で開催されました。また、瑞浪でのワークショップは、全国５箇所で開催されたワークショップでファシリテーターをしていただいた方々を対象とした全国交流会でしたので、一般参加の募集はしておりませんでした。
　参加をご希望されていた方がいらっしゃったとのことですが、上記の理由で、今回の瑞浪での全国交流会にご参加いただけませんでした。よろしくお伝えいただければ幸いです。
３）ワークショップは「タブーを恐れず、率直な議論を」という趣旨と読みました。高レベル放射性廃棄物について、その危険性を研究している専門家もいますし、学習を続けている市民団体もあります。そういう専門家や市民との率直な議論もすべきだと思いますが、いかがでしょうか。
【回答】５地域では「タブーを恐れず、率直な議論」をしました。
　参加者は、公募で募りましたし、専門家も反対の立場の方も参加されました。今回のワークショップで、全てをカバーすることはとうてい無理です。今回の趣旨は、無関心な方に知っていただき、自分のこととして考えてみようという企画です。勿論ご提案の専門家や市民との率直な議論の場も必要でしょう。全国いたるところで、このような事が話題になることが必要です。貴団体のように熱心に活動されているところが、呼びかけて場を設けてはいかがですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上です。　　　　　　　　　　　　回答に関しては、事務局長の鬼沢が担当いたしました。

